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第2回市⺠プラザ塾講演会「柳久保⼩⻨でまちおこ

し」

それは嘉永4年

奥住⼜右衛⾨が旅先から持ち帰った

⼀穂の⼩⻨から始まった！

朝からの冷たい⾬に皆さんの出⾜が気にな

ります。幸いお昼頃には⾬も⽌み講演会が

始まる頃になると会場はたちまち満席に･･･

嬉しい誤算に椅⼦を追加したりと⼤あわての

スタートになりました。

まず最初にお話ししていただいたの

は、柳久保⼩⻨の会会⻑の⾼橋重

雄さんです。テーマは「柳久保⼩⻨と

まちおこし」です。戦中の⾷糧増産で

⼀旦途絶えた⼩⻨の栽培でしたが、

平成１５年「柳久保⼩⻨の会」が

設⽴され、７件の農家の⽅の⼿でま

ず４０ｇの⻨が播かれ、翌年には約

１２００ｋｇの⼩⻨が収穫された

そうです。そしてここから⽣産者、市

⺠、ＪＡ，商⼯会、⾏政が⼀体と

なった「まちおこし」への本格的な取り

組みが始まり現在へとつながってきた

のだそうです。

⼩学⽣の⼦ども達にも興味をもって

欲しいし、何よりお⺟さん⽅にも是⾮

畑を⾒て柳久保⼩⻨を本当に理解

していただきたいと、会場のみなさんへ

活動のお⼿伝いを呼びかけて⾼橋さ

んのお話しは終わりました。静かな語

りの中に⽣産者としての誇りとご苦

労、そしてまちおこしへの熱い思いなど

がひしひしと感じられた⾼橋さんのお

話しでした

続いてのお話しは中⾕製菓取締役

社⻑中⾕光基さんの「かりんとうと柳

久保⼩⻨」です。中⾕さんは１００

年近く続く製菓会社の３代⽬社⻑と

して、地元に何らかの形で恩返しが

出来ないかと考えている時に柳久保

⼩⻨に出会われたのだそうです。。

中⾕さんのお話しのポイントは、まず

はおいしいこと。そして柳久保⼩⻨の

特性である味わいを出すこと。この２

点を満たすかりんとう作りに⽇々信念

を持って取り組んでいらっしゃるそうで

す。今の⼦ども達が⼤⼈になっても⾷

べて貰えるお菓⼦を地元に作りたい。

真⾯⽬に作り続けることがお客様を

裏切らないことに繋がると、時にユーモ

アを交えながらソフトにそして熱⼼に

語ってくださいました。

さてここでちょっと⼀休み。皆さん

〝百乗理論”ってご存知でしたか？

私は恥ずかしいことですが初めて聞い

た⾔葉でしたのでここに中⾕さんの⾔

葉をお借りしてご紹介したいと思いま

す。

◆１のものが百乗されても１のまま

だが、正しい⽅向に０．０１でも積

み重ねられればほんとうに⼤きな⼒に

なる。逆に０．０１でも落ち込めば

それは０．２７にまで減ってしまう◆

ということでしょうか。たゆまずコツコツと

努⼒することが⼤切なんですね。 怠

け者の私には少し⽿の痛いお話でも

ありました。

これご覧になったことありますか？

“ひんめり”というのだそうです。元々は

フィンランドで⽣まれた⼿⼯芸品だそ

うですが、柳久保⼩⻨の茎の部分で

作られています。今では⼤部分が捨

てられてしまう茎ですが、捨ててしまう

には惜しい素晴らしい利⽤法ではな

いでしょうか。これを機会に皆さんにひ

んめりに興味を持っていただいて、まち

おこしの⼀環として広がっていったら楽

しいだろうな〜と思っています。

♪屋内ひろばでは♪

ある時奥住和夫さんと柳久保⼩⻨

に出会った写真家の⾼橋喜代治さ

ん。その出会いに強烈な歴史とロマン

を感じられたのだそうです。そしてその

ロマンを写真家として何とか絵にした

いという思いで1年間畑に通い続けて

撮りためられた「幻の柳久保⼩⻨」の

貴重な写真展です。種まきから刈り

取りまでと柳久保⼩⻨で作られた製

品が順を追って⾒やすく並べられてい

ました。

こちらは柳久保⼩⻨でつくられた製

品の販売の様⼦です。販売は講演

会に先だって午後1時からでしたの

で、売りきれないうちにと早めに買い

求めている⽅も⼤勢おられ、売れ⾏

きもなかなか好調のようでした。

さて休憩を挟んでの第２部はジンド

ー学園給⾷事業部製作の「柳久保

⼩⻨物語」という本邦初公開のビデ

オ上映から始まりました。それは学校

給⾷の場で柳久保⼩⻨を⼊れたうど

んを⾷べさせたいと考えたことがそもそ

もの始まりでした。次に今度はただ⾷

べるだけでなく柳久保⼩⻨の歴史を

⼦ども達に知らせたいと冊⼦１６０

０部を作って市内の全校⽣徒に配

布されたそうです。そしてさらにこの冊

⼦のアニメ版があったらもっとわかりや

すくていいのではと考えたジンドー学

園理事⻑の神藤寿男さんが作ってく

ださったのがこの「柳久保物語」と題す

るビデオです。娘さんが書かれたアニメ

に落語家三遊亭京楽さんのナレーシ

ョンが⼊った簡潔で分かりやすく楽しい

ビデオでした。このビデオは今回が初

公開でしたが、今後学校教育の現

場やいろいろな所で引っ張りだこにな

ること請け合いです。次代を担う⼦ど

も達に絶好の教材となることでしょう。

昔からこのまちではお祝いごとなどの

締めくくりには必ずうどんが出されたそ

うです。そんな歴史のある柳久保⼩

⻨を守るためにはどうしたらいいか。是

⾮実際に⾷べて、⽿ではなく肌で感

じていただきたい。そしてみんなで育て

て⾏きましょうと⾼橋さんは⼒強く呼

びかけました。

こ〜んなに⼤勢の皆さんが集まって

くださいました。思いがけず⼩学⽣の

⼦どもさん達やこの春から⼤学⽣とい

うロシア⼈の⼥性、また中国⼈の男

性など、幅広い年齢層の⾊々な

⽅々が参加されていたのはちょっと意

外で嬉しい出来事でした。

パン⼯房プチフールの宮沢ロミさん

です。⼦どもに安⼼して⾷べさせられ

るパンをという思いからはじまったパン

作り。柳久保⼩⻨でのパン作りには

難しい⾯もあるけれど、酵⺟などもで

きるだけ地場産のものを使ったパンを

今後も作り続けいていきたいと、静か

に語っていただきました。

昭和４３年開店当時は特産品と

⾔われるものは何ひとつなかったけれ

ど、１昨年テレビの“ちい散歩”でかり

んとうと梅ワインが取り上げられてから

は全国からの問合せも殺到したそうで

す。今後も東久留⽶の商品を育てて

⾏きたいとYショップエチゴヤのご主⼈

川村征宏さん

和菓⼦処いせやの中村好⼦さんで

す。柳久保⼩⻨は腰が強いため普

通の饅頭と⽐べてモッチリ感としっとり

感が特徴だそうです。⾊も⽩ではなく

薄いクリーム⾊に出来上るそうです。

♪さてお味はいかがですか？

柳久保⼩⻨１００％で作ったカステ

ラとふつうの強⼒粉１００％で作っ

たカステラの試⾷もありました。⾃由

学園の深川先⽣と、最⾼学部の学

⽣さん達が授業を通して出会った柳

久保⼩⻨に興味を持ち、試⾏錯誤

を重ねながら作ってくださったもので

す。アンケートもよろしくお願いしま〜

す。

◆⼼配された⾬にもかかわらず最

終的には１２０名ほどのみなさんが

参加され、和やかな雰囲気の中滞り

なく終了。とてもいい内容だったとのお

声掛けもいただきました。ご協⼒いた

だいた多くの皆様に⼼よりお礼申し上

げます。

写真等の掲載については、あらかじ

めご了解をいただいています。
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